








〔はじめに〕 

 小児肥満が成人肥満に移行して糖尿病,心筋梗塞,脂肪肝などの成人病のリスクファクタ

ーとなることは従来から知られているが,最近,肥満小児で小児期に耐糖能障害,高脂血症,

脂肪肝などの病的変化の存在することが報告されている。この様な病的変化が小児期から

成人に至るまでの長期間続き,さらに増悪することがあるとすれば,小児の健全な発育発達

に重大な影響を与えるものと危惧される。楠らは肥満小児に脂肪肝の存在することを肝生

検によって証明し,これが肝硬変に進展する可能性があると警告している。本研究では肥満

小児における脂肪肝の実態を調査するとともに,脂肪肝の存在と,肝機能,血清脂質,耐糖能

との関係を検討し,肥満小児のなかの成人病ハイリスクグループを分別する手掛りを得る

ことを目的とした。 


